
新成人63名、決意を新たに新成人63名、決意を新たに

心を動かす雪像を市民へ！心を動かす雪像を市民へ！

酷寒の中、任務完遂！酷寒の中、任務完遂！

中隊の名誉と誇りをかけて力走!!中隊の名誉と誇りをかけて力走!!

第９偵察隊関連　２、３面第９偵察隊関連　２、３面

弘前駐屯地二十歳のつどい弘前駐屯地二十歳のつどい
・関連記事　４面・関連記事　４面

弘前雪燈籠まつり支援弘前雪燈籠まつり支援
・関連記事　５面・関連記事　５面

令和５年度冬季連隊練成訓練令和５年度冬季連隊練成訓練
・関連記事　４面・関連記事　４面

第39普通科連隊第39普通科連隊
令和５年度冬季戦技競技会令和５年度冬季戦技競技会
・関連記事　６面・関連記事　６面

第９偵察隊 弘前駐屯地での全任務完遂！
そして新たな地、岩手へ！

― 業務予定 ―

●＃１連隊射撃野営

●弘前駐屯地記念日行事

●春季岩手山演習場整備

発　　行

弘前市防衛協会

事務局：弘前商工会議所内
住所 弘前市上鞘師町18-1

電話 33－４１１１㈹

印 刷 　 小 野 印 刷
弘前市富田町52
電話 32－７４７１
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第
九
偵
察
隊
は
、
昭
和
四
十
三
年
弘
前
へ
移
駐
以
来
、
様
々
な
訓
練
、
恒
常
業
務
、
各
種
支
援
、
各
種
競
技
会
等
、
任
務

を
達
成
し
て
き
た
。

　
な
か
で
も
、
令
和
元
年
度
に
受
閲
し
た
、
王
城
寺
原
・
岩
手
山
・
青
森
及
び
八
戸
演
習
場
の
方
面
管
内
の
広
範
囲
を
使
用

し
た
令
和
元
年
度
第
九
偵
察
隊
訓
練
検
閲
で
は
約
四
十
㎞
の
徒
歩
行
進
、
約
二
十
㎞
の
徒
歩
斥
候
、
車
両
機
動
は
総
機
動
距

離
約
千
㎞
を
走
破
し
た
。
検
閲
間
、
隊
指
揮
所
を
岩
手
、
八
戸
へ
と
二
度
移
転
さ
せ
、
十
夜
十
一
日
に
及
ん
だ
長
期
任
務

は
、
各
人
が
地
位
・
役
割
を
理
解
し
行
動
し
た
こ
と
に
よ
り
主
戦
闘
地
域
（
王
城
寺
）、
師
団
段
列
（
岩
手
山
）
及
び
後
続

上
陸
部
隊
の
監
視
（
青
森
及
び
八
戸
）
と
様
々
な
任
務
に
臨
機
応
変
に
対
応
し
、
す
べ
て
の
任
務
を
完
遂
、
改
め
て
第
九
偵

察
隊
の
慧
敏
さ
が
際
立
っ
た
検
閲
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
冬
季
の
訓
練
検
閲
等
で
は
、
降
雪
と
気
温
マ
イ
ナ
ス
十
度
を
下
回
る
酷
寒
の
中
、
冬
季
の
装
備
と
服
装
に
よ
る
ス

キ
ー
機
動
、
深
夜
の
ス
キ
ー
で
の
斥
候
活
動
、
雪
濠
内
で
の
指
揮
所
活
動
及
び
固
形
燃
料
の
み
で
の
採
暖
要
領
、
雪
濠
及
び

監
視
哨
の
構
築
、
敵
後
方
地
域
へ
軽
雪
上
車
の
機
外
搭
載
に
よ
る
潜
入
及
び
冬
季
に
お
け
る
ヘ
リ
誘
導
等
、
冬
季
に
お
け
る

偵
察
隊
員
の
資
質
を
存
分
に
発
揮
し
如
何
な
る
状
況
で
の
任
務
を
完
遂
し
て
き
た
。

　
第
九
偵
察
隊
と
第
三
十
九
普
通
科
連
隊
は
弘
前
駐
屯
地
に
移
駐
し
た
と
き
か
ら
、
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
師
団
競
技
会
を

ア
ベ
ッ
ク
優
勝
す
る
等
、
数
々
の
活
躍
を
し
て
き
た
。
第
九
偵
察
隊
は
廃
止
さ
れ
る
が
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
慧
敏
」
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
「
狼
」
の
よ
う
に
賢
く
素
早
く
逞
し
い
隊
員
ら
は
岩
手
の
地
で
も
今
ま
で
以
上
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

第９偵察隊第９偵察隊

慧　敏慧　敏
昭和32年２月21日　令和６年３月15日昭和32年２月21日　令和６年３月15日
昭和32年２月21日　「第９偵察中隊」創隊【大和駐屯地】昭和32年２月21日　「第９偵察中隊」創隊【大和駐屯地】

昭和32年３月５日　八戸駐屯地へ移駐昭和32年３月５日　八戸駐屯地へ移駐

昭和37年８月15日　「第９偵察隊」に改編昭和37年８月15日　「第９偵察隊」に改編

昭和42年３月26日　Ｂ班新編昭和42年３月26日　Ｂ班新編

昭和43年３月15日　弘前駐屯地へ移駐昭和43年３月15日　弘前駐屯地へ移駐

昭和51年３月25日　レーダー班新編昭和51年３月25日　レーダー班新編

平成２年３月26日　本部付隊・電子偵察小隊新編平成２年３月26日　本部付隊・電子偵察小隊新編

平成３年３月29日　２Ａ班解組　Ｃ班（84ｍｍ無反動砲装備）新編平成３年３月29日　２Ａ班解組　Ｃ班（84ｍｍ無反動砲装備）新編

平成６年８月１日　Ｃ班（87式偵察警戒車装備）改編平成６年８月１日　Ｃ班（87式偵察警戒車装備）改編

令和６年３月15日　第９偵察隊廃止　～伝統の継承　そして未来へ～令和６年３月15日　第９偵察隊廃止　～伝統の継承　そして未来へ～
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弘
前
駐
屯
地
は
、
一
月
十
七
日
、
弘
前
駐

屯
地
体
育
館
に
お
い
て
「
弘
前
駐
屯
地
二
十

歳
の
つ
ど
い
」
を
実
施
し
た
。

　
今
年
度
中
に
二
十
歳
を
迎
え
る
隊
員
た
ち

が
、
国
防
を
担
う
使
命
を
胸
に
決
意
を
新
た

に
し
た
。
式
に
は
教
育
等
に
参
加
中
の
隊
員

を
除
く
四
十
八
人
が
出
席
。
中
隊
の
隊
員
ら

が
見
守
る
中
、
萱
沼
司
令
が
「
皆
さ
ん
が
二

十
歳
に
な
り
、
自
分
で
人
生
を
切
り
開
き
進

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
喜

ば
し
い
。
人
生
の
主
人
公
は
皆
さ
ん
自
身
、

輝
く
誇
ら
し
い
人
生
を
送
っ
て
も
ら
い
、
こ

れ
か
ら
の
活
躍
を
期
待
す
る
」
と
激
励
の
言

葉
を
送
っ
た
。

　
続
い
て
代
表
者
の
第
三
普
通
科
直
接
支
援

中
隊
三
等
陸
曹
坂
本
流
人
が
「
失
敗
を
恐
れ

ず
挑
戦
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
貢
献
で
き

る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
日
々
精
進
し
て
い
く
」

と
決
意
表
明
し
た
。

　
式
典
を
終
え
、
二
十
歳
の
隊
員
達
は
事
前

に
書
い
た
書
初
め
と
と
も
に
今
年
の
抱
負
を

発
表
し
、
中
隊
の
隊
員
達
か
ら
は
大
き
な
拍

手
と
温
か
い
声
援
が
送
ら
れ
た
。
後
輩
隊
員

の
熱
い
ま
な
ざ
し
に
触
れ
駐
屯
地
一
同
、
今

後
の
活
躍
に
期
待
し
て
い
る
。

　
第
三
十
九
普
通
科
連
隊
は
、
一
月
二
十
九
日
か
ら
二
月
二
日
ま
で
の

間
、
弘
前
演
習
場
に
お
い
て
令
和
五
年
度
冬
季
連
隊
練
成
訓
練
を
実
施

し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
冬
季
に
お
け
る
指
揮
幕
僚
活
動
、
冬
季
戦
闘
能
力
の

向
上
及
び
戦
闘
力
の
組
織
化
を
目
的
に
実
施
さ
れ
、
訓
練
開
始
式
に
お

い
て
萱
沼
連
隊
長
は
要
望
事
項
「
実
戦
を
意
識
し
て
行
動
せ
よ
」、「
非

戦
闘
損
耗
の
根
絶
」
の
２
点
を
示
し
、「
冬
季
に
お
け
る
特
性
を
踏
ま

え
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
積
雪
寒
冷
地
と
い
う
厳
し
い
環
境

を
克
服
し
、
頑
強
不
屈
の
弘
前
三
十
九
連
隊
と
し
て
任
務
を
完
遂
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
」
と
し
て
、
訓
練
が
開
始
さ
れ
た
。

　
一
日
ご
と
天
候
や
気
温
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
厳
し
い
訓
練
環

境
で
は
あ
っ
た
が
、
各
中
隊
は
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発

揮
し
、
任
務
を
完
遂
し
た
。
ま
た
、
今
訓
練
は
バ
ト
ラ
を
使
用
し
た
対

抗
戦
も
実
施
さ
れ
、
演
習
終
了
後
、
バ
ト
ラ
で
の
戦
闘
経
過
を
分
析

し
、
勝
敗
原
因
の
分
析
結
果
が
各
小
隊
長
に
提
供
さ
れ
、
自
身
の
状
況

判
断
を
客
観
的
に
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
状
況
判
断
能
力
の
向
上
が
図

ら
れ
た
。

　
連
隊
は
、
引
き
続
き
積
雪
寒
冷
地
部
隊
と
し
て
の
任
務
を
全
う
す
る

た
め
、
訓
練
に
励
む
。

記念撮影

決意表明を述べる坂本３曹 今年の抱負を発表する隊員今年の抱負を発表する隊員
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弘
前
駐
屯
地
は
二
月
九
日
、
弘
前
城
雪
燈
籠
ま
つ

り
の
大
雪
像
完
成
報
告
式
を
行
っ
た
。「
み
ち
の
く

五
大
雪
ま
つ
り
」
の
一
つ
で
あ
る
弘
前
城
雪
燈
籠
ま

つ
り
は
弘
前
市
が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
、
弘
前
駐

屯
地
は
地
域
住
民
と
の
一
体
感
を
深
め
る
と
と
も

に
、
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
感
の
醸
成
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
一
九
七
七
年
の
第
一
回
目
か
ら
協

力
し
、
今
年
で
四
十
八
回
目
を
迎
え
る
。

　
式
は
、
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
弘
前
公
園

内
「
四
の
丸
」
で
行
わ
れ
、
協
力
隊
長
（
第
三
十
九

普
通
科
連
隊
本
部
管
理
中
隊
長
・
三
上
一
尉
）
が
大

雪
像
の
完
成
を
駐
屯
地
司
令
に
報
告
し
た
。
制
作
期

間
中
、
協
力
隊
は
近
年
ま
れ
に
み
る
暖
冬
小
雪
の
影

響
を
う
け
、
雪
集
め
は
岩
木
山
麓
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
で

運
び
、
雪
も
中
々
固
ま
ら
ず
少
な
い
雪
を
か
き
集
め

た
影
響
で
表
面
に
は
汚
れ
が
浮
き
上
が
り
、
白
い
雪

を
貼
り
付
け
る
為
に
き
れ
い
な
新
雪
を
探
す
隊
員
た

ち
も
暖
冬
の
影
響
で
探
す
の
が
大
変
な
上
に
見
つ
け

た
と
し
て
も
ザ
ラ
メ
（
雪
）
で
く
っ
つ
き
が
わ
る
く

隊
員
は
終
始
暖
冬
と
戦
い
な
が
ら
根
気
強
い
努
力
に

よ
り
大
雪
像
一
基
と
滑
り
台
一
基
を
見
事
に
完
成
さ

せ
、
任
務
を
完
遂
し
た
。

　
完
成
報
告
式
の
後
、
メ
イ
ン
会
場
で
は
雪
灯
籠
ま

つ
り
開
会
式
が
実
施
さ
れ
た
。
式
で
は
、
ま
つ
り
運

営
委
員
長
で
あ
る
櫻
田
宏
弘
前
市
長
よ
り
協
力
隊
へ

感
謝
と
労
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。
ま
た
、
萱
沼
司

令
か
ら
櫻
田
市
長
に
対
し
て
「
雪
像
完
成
引
渡
書
」

が
手
渡
さ
れ
、
雪
灯
籠
ま
つ
り
が
盛
大
に
開
幕
し
た
。

　
今
年
の
大
雪
像
は
、
北
海
道
函
館
市
を
代
表
す
る

洋
風
建
築
「
函
館
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
」
で
あ
り
、

高
さ
十
・
五
メ
ー
ト
ル
、
横
幅
一
二
メ
ー
ト
ル
で
訪

れ
た
市
民
や
観
光
客
を
楽
し
ま
せ
た
。
ま
た
、
例
年

よ
り
高
さ
が
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
縮
小
し
た
滑
り
台
の

前
に
は
大
勢
の
子
供
達
が
列
を
作
り
、
歓
声
を
上
げ

な
が
ら
滑
っ
て
い
た
。

　
設
計
を
担
当
し
た
、
三
上
三
曹
は
今
回
が
三
回

目
、
十
一
月
か
ら
設
計
図
作
成
を
開
始
し
、
十
二
月

頭
に
完
成
さ
せ
た
。
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
窓
や
屋
根
の

上
の
丸
い
部
分
は
三
上
三
曹
の
作
成
し
た
設
計
図
を

見
な
が
ら
隊
員
が
順
調
に
削
り
だ
し
滑
ら
か
な
曲
線

に
仕
上
が
っ
た
。

　
例
年
よ
り
雪
が
少
な
く
、
雪
ま
つ
り
等
開
催
で
き

な
い
地
域
も
あ
っ
た
が
弘
前
市
は
自
衛
隊
と
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
協
力
に
よ
り
、
ま
つ
り
開
催
の
運
び
と

な
っ
た
。

　
第
三
十
九
普
通
科
連
隊
は
、
二
月
二
十
七
日
令
和
五
年
度
連

隊
冬
季
戦
技
競
技
会
を
実
施
し
た
。

　
こ
の
競
技
会
は
、
冬
季
戦
技
能
力
を
向
上
さ
せ
部
隊
の
団
結

の
強
化
及
び
士
気
の
高
揚
を
目
的
に
実
施
さ
れ
、
開
会
式
に
お

い
て
萱
沼
連
隊
長
は
「『
中
隊
の
総
力
を
結
集
せ
よ
』、『
実
戦

に
資
す
る
冬
季
戦
技
能
力
の
向
上
』、『
基
本
基
礎
動
作
の
確

行
』、
の
三
点
」
を
要
望
し
、
競
技
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
本
競
技
会
は
小
隊
機
動
走
、
階
級
別
リ
レ
ー
、
個
人
機
動
走

の
三
種
目
で
行
わ
れ
、
小
隊
機
動
走
と
階
級
別
リ
レ
ー
の
平
均

タ
イ
ム
の
合
計
が
最
も
早
い
中
隊
が
優
勝
と
な
る
。

　
記
録
的
暖
冬
に
お
い
て
も
積
雪
地
に
相
応
し
い
降
雪
が
続
く

中
、
競
技
会
が
実
施
さ
れ
、
小
隊
機
動
走
は
一
個
小
隊
十
一
名

で
合
計
百
三
十
㎏
の
重
量
を
そ
れ
ぞ
れ
ア
キ
オ
（
そ
り
）
と
各

人
に
小
隊
計
画
で
分
配
し
全
長
約
五
・
三
㎞
の
起
伏
の
激
し
い

コ
ー
ス
を
克
服
し
な
が
ら
中
隊
の
名
誉
と
誇
り
を
背
の
う
に
背

負
っ
て
力
走
し
た
。

　
続
く
階
級
別
リ
レ
ー
で
は
、
各
中
隊
の
選
ば
れ
し
精
鋭
に
よ

り
全
長
三
㎞
の
コ
ー
ス
で
行
な
わ
れ
、
各
ポ
イ
ン
ト
や
ゴ
ー
ル

付
近
で
は
同
僚
隊
員
が
声
援
を
送
る
な
ど
部
隊
の
団
結
及
び
士

気
の
向
上
を
図
る
事
が
出
来
た
。
結
果
は
第
二
中
隊
が
昨
年
の

雪
辱
を
果
た
し
て
小
隊
機
動
走
及
び
階
級
別
リ
レ
ー
を
制
し
完

全
優
勝
を
果
た
し
た
。
頑
強
三
十
九
連
隊
の
冬
季
最
強
中
隊
の

称
号
は
「
不
撓
不
屈
」
第
二
中
隊
へ
！

　
閉
会
式
で
連
隊
長
は
、「
統
裁
官
要
望
事
項
を
各
隊
員
は
具

現
実
行
し
た
も
の
と
認
め
る
」
と
し
、「
更
な
る
冬
季
戦
技
能

力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
常
に
『
実
戦
に
お
い
て
戦
え
る

の
か
、
勝
て
る
の
か
』
を
念
頭
に
引
き
続
き
、
冬
季
戦
技
訓
練

に
邁
進
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
し
た
。

　

すべり台作業の様子

冬季最強中隊誕生！

全体ラップを目指し！

下り坂に挑む隊員

完全優勝を決めたリレーアンカー

中隊の応援の中の力走

一斉にスタートする隊員

引渡し式の様子ポイントの丸い部分の削りだしの様子
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第１中隊長

３等陸佐

松嶋　佑介

重迫撃砲中隊長

１等陸尉

山内　友比古

副連隊長

２等陸佐

長尾　明洋

第２中隊長

１等陸尉

大須賀　岳実

永
年
の
勤
務
お
疲
れ
様
で
し
た
。

連
隊
本
部

　
二
等
陸
佐

　
西
田

　
和
正

第
四
中
隊

　
陸
曹
長

　
　
佐
藤

　
秀
樹

業
務
隊

　
一
等
陸
曹

　
大
屋

　
智
子

本
部
管
理
中
隊

　
陸
曹
長

　
　
對
馬

　
武
規

第
９
偵
察
隊

　
准
陸
尉

　
　
中
澤

　
尚
喜

　

基
通

　
陸
曹
長

　
　
横
沢

　
三
枝

　
弘
前
駐
屯
地
曹
友
会
は
二
月
十
七
日
、
会
長
以
下
十
名
の
会
員
で
、
障
害
者
支
援
施

設
「
千
年
園
」
に
お
い
て
雪
灯
籠
作
成
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
毎
年
弘
前
市
内
で
「
弘
前
城
雪
燈
籠
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る

が
、
施
設
利
用
者
は
祭
り
会
場
に
足
を
運
ぶ
の
が
困
難
な
た
め
、
施
設
園
内
で
も
祭
り

の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
頂
く
為
に
企
画
し
、
今
回
で
二
十
二
回
目
と
な
る
活
動
で
あ
る
。

　
今
年
は
近
年
ま
れ
に
み
る
暖
冬
小
雪
の
影
響
で
雪
の
確
保
が
難
し
い
中
、
施
設
職
員

に
よ
る
事
前
の
雪
積
み
と
作
成
日
前
日
の
ま
と
ま
っ
た
降
雪
の
影
響
で
今
年
も
例
年
通

り
、
バ
ケ
ツ
と
塩
ビ
パ
イ
プ
を
使
っ
て
大
小
の
雪
灯
籠
を
約
四
十
個
作
成
し
今
年
の
干

支
「
辰
」
の
文
字
を
作
っ
た
。
夜
に
火
を
灯
す
と
雪
灯
籠
か
ら
温
か
み
の
あ
る
や
わ
ら

か
い
光
が
照
ら
さ
れ
幻
想
的
な
雰
囲
気
が
演
出
さ
れ
た
。
参
加
し
た
会
員
や
施
設
職

員
か
ら
は
、「
今
回
は
暖
冬
小
雪
の
影
響
か
ら
雪
灯
籠
作
成
は
厳
し
い
か
も
と
思
っ
た

が
、
恵
み
の
雪
が
降
っ
た
お
か
げ
で
例
年
通
り
で
き
て
よ
か
っ
た
。
来
年
も
頑
張
り
た

い
」
と
の
声
が
聞
こ
え
た
。

　
曹
友
会
長
（
村
上
均
）
は
「『
辰
』
の
字
が
き
れ
い
に
見
え
る
よ
う
、
雪
灯
籠
の
間

隔
を
工
夫
し
た
。
少
し
で
も

園
の
利
用
者
に
雪
燈
籠
ま
つ

り
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
も

ら
え
ば
う
れ
し
い
」
と
話
し

た
。

　

　
弘
前
駐
屯
地
曹
友
会
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ

地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
努
め

て
い
く
。

　
弘
前
駐
屯
地
は
三
月
十
八
日
、
定
期
異
動
に
伴
い
転

出
行
事
を
実
施
し
た
。

　
今
回
の
定
期
異
動
で
、
幹
部
七
名
、
曹
士
四
十
四
名

が
北
は
北
海
道
（
別
海
）、
南
は
九
州
（
宮
古
）
へ
異

動
と
な
っ
た
。
萱
沼
司
令
は
送
別
の
辞
に
お
い
て
「
職

務
遂
行
上
、
隊
務
運
営
上
の
必
要
性
と
人
材
育
成
の
観

点
か
ら
新
し
い
部
隊
で
新
し
い
風
を
吹
か
せ
る
事
を
期

待
す
る
」
と
激
励
し
た
。

　
転
出
行
事
終
了
後
は
各
部
（
中
）
隊
ご
と
に
紹
介
行

事
を
行
っ
た
後
、
駐
屯
地
全
員
が
隊
舎
前
の
メ
イ
ン
道

路
に
整
列
し
、
転
出
者
は
見
送
り
を
受
け
、
大
勢
の
拍

手
の
中
、
新
任
地
へ
と
旅
立
っ
て
い
っ
た
。

　
ま
た
、
四
月
一
日
に
は
駐
屯
地
朝
礼
に
お
い
て
転
入

者
の
紹
介
行
事
を
行
っ
た
。
新
た
な
戦
力
と
し
て
、
計

二
十
五
名
が
加
わ
っ
た
。
行
事
で
は
当
初
、
着
任
部
隊

長
が
紹
介
さ
れ
、
一
人
ず
つ
挨
拶
を
述
べ
た
。
続
い
て

転
入
者
が
紹
介
さ
れ
、
代
表
者
が
「
歴
史
と
伝
統
の
あ

る
弘
前
駐
屯
地
で
勤
務
で
き
る
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
す

一
日
も
早
く
戦
力
に
な
れ
る
よ
う
日
々
精
進
し
て
い
き

ま
す
」
と
決
意
を
表
明
し
た
。

　
萱
沼
司
令
は
転
入
者
に
対
し
「
二
十
五
名
の
転
入
者

の
皆
さ
ん
、
よ
う
こ
そ
弘
前
駐
屯
地
へ
。
弘
前
駐
屯
地

を
更
に
輝
か
せ
る
た
め
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ

た
皆
さ
ん
の
新
し
い
風
が
不
可
欠
。
各
人
の
様
々
な
色

を
出
し
て
、
駐
屯
地
の
精
強
化
に
つ
な
げ
て
欲
し
い
、

ま
た
駐
屯
地
全
体
で
転
入
者
を
温
か
く
迎
え
入
れ
る
こ

と
で
戦
力
化
し
よ
り
よ
い
も
の
を
作
っ
て
い
こ
う
」
と

訓
示
し
激
励
し
た
。

　
転
入
者
を
含
め
た
新
た
な
弘
前
駐
屯
地
の
、
今
後
の

活
躍
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
弘
前
駐
屯
地
ス
キ
ー
部
は
第
六
十
回
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
日
本
選
手
権
大
会
、

九
十
五
回
宮
様
ス
キ
ー
大
会
国
際
競
技
会
に
参
加
し
た
。
バ
イ
ア
ス
ロ
ン

の
原
型
は
ス
キ
ー
で
野
を
駆
け
回
り
、
銃
で
獲
物
を
撃
つ
冬
の
狩
猟
で
あ

り
、
こ
れ
が
後
に
雪
中
戦
や
森
林
警
備
隊
の
技
術
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
競
技
と
し
て
は
、
十
八
世
紀
後
半
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
軍
人
が
行
な
っ
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
全
国
の
陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
も
、
近
代
二
種
訓
練
隊
と
し
て
競
技
を
行

な
い
積
雪
地
部
隊
と
し
て
の
ス
キ
ー
、
射
撃
練
度
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
近

代
二
種
訓
練
隊
で
培
っ
た
高
い
射
撃
技
術
か
ら
ス
ナ
イ
パ
ー
や
射
撃
指
導
教

官
に
転
向
す
る
も
の
も
数
多
く
い
る
。

　
過
去
に
駐
屯
地
ス
キ
ー
部
に
お
い
て
は
、
リ
レ
ー
競
技
に
お
い
て
全
日
本

優
勝
経
験
も
あ
り
、
ス
キ
ー
技
術
に
長
け
る
歩
兵
三
十
一
連
隊
の
頑
強
不
屈

の
精
神
を
受
け
継
い
で
い
る
。
弘
前
駐
屯
地
ス
キ
ー
部
は
こ
れ
か
ら
も
各
種

大
会
へ
の
参
加
、
支
援
、
地
域
交
流
を
通
し
て
減
少
す
る
ス
キ
ー
人
口
の
復

活
へ
貢
献
し
て
い
く
。
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